
2014年4月から８%、2015年10

月から10%へ政府が計画する消

費税増税まで1年と迫りました。

10%になれば、社会保険料負担

などとあわせ、年間31万円もの

負担増(年収500万円のサラリー

マンの4人世帯)です。

いいいいまままま""""賃賃賃賃上上上上げげげげここここそそそそ必必必必要要要要。。。。

そのために大企業にため込ま

れた内部留保を使おう"と、努

力が始まったばかり。

日日日日本本本本経経経経済済済済はははは底底底底がががが抜抜抜抜けけけけ

るるるる

こんなときに消費

税を増税し、社会保

障負担を重くすれば、

消費を冷え込ませ、

「デフレ」脱出にも

がく日本経済を奈落の底に陥れ

ます。被災地・被災者にさらな

る苦しみをおしつけます。

消費税増税の実施は

やめて、賃上げや中

小企業支援に、

政府は本腰を入れるべきです。

暮らしを支える社会保障を充実

させるべきです。

「デフレ不況」の最

大原因は、国民の所

得が減って消費が落

ち込んでいることで

す。「アベノミクス」

はここに手をつけようとしませ

ん。

「給料を上げてほしい。でも、

それってワガママかな」って思っ

ていませんか?そんなことはあ

りません。賃上げは、いまのデ

フレ不況から抜け出すいちばん

のカギです。みんなの賃金が上

がり、消費が活発になってこそ、

市場が元気になり、経済も会社

の成績も上向きます。
巨大開発のためのムダづかいはやめ、

軍事費を減らし、政党助成金は廃止する。

●●●●不不不不要要要要不不不不急急急急ののののムムムムダダダダをををを削削削削るるるる

大企業の内部留保を賃上げなどで還流させる。

●●●●増増増増税税税税すすすするるるるなななならららら富富富富裕裕裕裕層層層層、、、、大大大大企企企企業業業業かかかからららら

●●●●経経経経済済済済をををを健健健健全全全全なななな成成成成長長長長ににににききききりりりりかかかかええええるるるる

庶民に増税の一方、富裕層も大企業も税負担

は軽い一不公平な税制をただす。

原やすひさ・党
県副委員長(参
議院・和歌山)

宮本たけし衆議院
議員・党中央委員

当日は、バスを配
車しますので、お問
い合わせください。

政治を動かす日本共産党の｢演説会｣

自
民
党
は
、
国
防
軍
の
創

設
や
緊
急
事
態
宣
言
が
で
き

る｢

改
憲
案｣

を
発
表
。

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
問
題
、

中
国
の
動
向
、
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
に
譲
歩
が
続
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
な
ど
、
気
に
な
る
外
交

問
題
も
あ
わ
た
だ
し
い
。

も
て
は
や
さ
れ
て
い
る

｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス｣

は
、
み
な

さ
ん
の
く
ら
し
を
変
え
て
き

て
い
ま
す
か
。

今
回
の
演
説
会
は
、
み
な

さ
ん
の
疑
問
や
意
見
に
こ
た

え
ら
れ
る

よ
う
に
、

対
談
コ
ー

ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

｢給料が増え、本当に景気が回
復したとき

体感した後で、消費税を上げれ
ばいい｣(鈴

木俊文･セブン＆アイ･ホールデ
ィングス会

長｢日経ビジネス｣オンライン２月
26日号)

経経経経済済済済界界界界かかかかららららもももも｢｢｢｢先先先先延延延延ばばばばししししせせせせよよよよ｣｣｣｣

｢社会保障のため｣ー生活保護を突破口に、
医療も介護も年金も保育も･･･。あらゆる分
野で給付削減と負担増が計画されています。
｢財政再建のため｣ー大都市環状道路をはじ
め、ムダと浪費の巨大公共事業のばらまき
が復活しています。

総総総総崩崩崩崩れれれれににににななななっっっったたたた増増増増税税税税のののの｢｢｢｢口口口口実実実実｣｣｣｣
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世
の
中
、
く
ら
し

に
え
え
よ
う
に
変

え
ま
し
ょ
う
よ
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。



一
見
す
る
と
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借
金
の
額
が

多
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と
思
う
で
し
ょ
う
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病
院
の
借
金

の
大
半
は
建
物

で
す
が
、
関
係

者
の
努
力
で
順

調
に
返
済
し
て

い
ま
す
。

日
本
共
産
党

も｢

計
画
的
な

も
の
に
縮
小
を｣

と
提
起
し
た
下
水

道
事
業
は
、
い
ま

は
落
ち
着
い
て
い

ま
す
。

企
業
会
計
は
、

市
の
財
政
を
圧
迫

す
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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｢

臨
時
財
政

対
策
債｣(

国
が

本
来
橋
本
市
に

現
金
で
渡
す
も

の
を
、
財
政
不

足
の
た
め
、
借

入
さ
せ
た
も
の)

は
、
返
済
分
が

国
か
ら
出
る
の

で
実
質
借
金
ゼ

ロ
で
す
。

｢

合
併
特
例
債｣

は
、
借
入
金

の
70

％
が
国
か
ら
橋
本
市
に
渡

さ
れ
る
の
で
、
実
際
の
借
金
は

約
34
億
円
で
す
。

｢

そ
の
他
の
借
金｣

も
、
そ
の

一
部
が
国
か
ら
地
方
交
付
税
で

渡
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
の
実
際
の
借
金
は

３
６
４
億
円
の
半
分
以
下
で
す
。

市
当
局
は
橋
本
市
の
財
政
は

｢

順
調｣

と
国
へ
の
報
告
を
行

っ

て
い
ま
す
。
市
民
に
対
し
、
が

ま

ん

と
負

担
増

を

求

め
る｢

財
政｣

で
は
あ

り

ま
せ
ん
。

日
本

共

産
党
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
を
し
つ
つ
、
さ
ら
に
財
政
の

安
定
に
向
け
提
案
し
ま
す
。

①

不
要
不
急
の
も
の
を
整
理
し
、

計
画
的
に
事
業
を
行
う
。

②

市
民
の
立
場
か
ら
、
縦
割
り

行
政
を
あ
ら
た
め
、
機
構
改
革

や
職
員
配
置｢

行
財
政
改
革｣

を

行
う
。

③

市
内
の
中
小
業
者
の
多
く
は
、

不
況
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

中
小
業
者
の
仕
事
づ
く
り
お
こ

な
い
、
雇
用
の
確
保
と
税
収
増

を
は
か
る
。

④

人
材
バ
ン
ク
を
創
設
し
、
市

民
が
も
つ
知
恵
と
力
を
生
か
し

た｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
推
進
し
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
。

日
本
共
産
党
は
、
５
つ
の
基

本
政
策
の

実
行
を
め

ざ
し
ま
す
。

①

地

域

経
済
の
活

性
化
で
、

雇
用
と
経

営
を
守
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
実
施
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

と
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
地

元
業
者
に
発
注
し
た
場
合
に
、

工
事
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
す
で
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
で
は
、
◇
地
元
業
者

の
仕
事
が
増
え
、
◇
市
民
が
快

適
に
生
活
、
◇
業
者
か
ら
の
税

収
が
増
え
る
。
と
、
喜
ば
れ
て

い
ま
す(

高
野
町
が
今
年
４
月
か

ら
実
施)

。

②

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
震
、
豪
雨
対
策
を
早
急
に

進
め
、
た
め
池
、
河
川
の
改
修

を
進
め
ま
す
。

③

健
康
都
市

・
橋
本
市
の
ま
ち

づ
く
り

■

国
保
税
の
引
き
下
げ

国
民
健
康
保
険
税
は
昨
年

度
１
世
帯
あ
た
り
約
５
千
円
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得

に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
高
す
ぎ
ま

す
。
さ
ら
に
引
き
下
げ
ま
す
。

■

健
康
診
断
の
充
実

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
は
健
康
診
断
の
受
診
率

の
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

④

子
育
て

・
教
育
の
充
実

■

少
子
化
対
策
と
し
て
、
子

育
て
世
代
に

中
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化

を
し
ま
す
。

中
学
校
卒
業

ま
で
医
療
費

を
無
料
化
す

る
に
は
約
３

５
０
０
万
円
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。

■
中
学
校
統
廃
合
の
中
止

⑤

住
み
よ
い
橋
本
市

■
公
共
交
通
体
系
の
整
備

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
し

て
い
く
に
は
買
い
物
、
通
院
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
増
車
、
増
便
で
充
実

を
は
か
り
ま
す
。

■

水
道
料
金
の
値
下
げ

合
併
後
、
水
道
会
計
は
黒

字
で
す
。
大
滝
ダ
ム
が
完
成
し
、

ダ

ム
の

負
担
金

も
減
り
、

基
本
料

金

の
値

下
げ

は

充
分
可

能
で
す
。
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日本共産党橋本市委員会
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連絡先 34-2698
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財財財財
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状状状状
況況況況
でででで
すすすす 下水道事業 約123億円

上水道事業債 約 30億円

病院事業債 約103億円

臨時財政対策債 約102億円

合併特例債 約114億円

その他の借金 約148億円
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基基基基
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政政政政
策策策策

｢｢ ｢｢

希希希希
望望望望
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てててて
るるるる
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みみみみ
よよよよ
いいいい

まままま
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毎月第１金曜日、午後３時から。

ただし、５月は10日です。

会場は、市民会館２階

秘密厳守のため、予約が必要です。

予約は、富岡清彦33-0796

阪本久代36-1493 まで。


